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一　

は
じ
め
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
い
え
ば
、
自
発
的
に
活
動
す
る
人
を
指
す
た

め
、
わ
ざ
わ
ざ
大
学
教
育
の
中
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
体
験
活

動
を
持
ち
込
む
必
然
性
が
あ
る
か
否
か
、
疑
問
視
す
る
声
も
あ
る
だ

ろ
う
。

そ
も
そ
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
は
「
営
利
目
的
で
は
な
く
自

発
的
な
動
機
か
ら
、
時
間
・
能
力
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
自
ら
の
労
働

を
提
供
す
る
フ
ォ
ー
マ
ル
／
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
活
動
」
で
あ
る
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
習
と
は
、「
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
な
活
動
プ
ロ

セ
ス
を
意
図
的
・
継
続
的
に
学
ば
せ
る
体
験
的
試
み
（
＝
社
会
貢
献

型
体
験
学
習
）」
を
指
し
、
自
発
と
強
制
と
の
中
間
に
位
置
す
る
。

国
際
的
に
は
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス
（Com

m
unity-based 

Learning

）、
サ
ー
ビ
ス
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
（Service Learning

）、

シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（Citizenship 

Education

）
な
ど
多
様
な
呼
び
名
を
持
つ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

学
び
は
一
九
七
〇
年
代
か
ら
着
手
さ
れ
て
い
た
。
日
本
で
は
、

一
九
八
九
年
の
学
習
指
導
要
領
改
訂
で
、初
め
て
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

や
「
体
験
学
習
」
が
明
記
さ
れ
た
。
特
に
、
小
中
高
の
「
総
合
的
な

学
習
の
時
間
」
等
に
お
い
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
習
や
地
域
を
フ
ィ

ー
ル
ド
と
し
た
体
験
的
な
教
育
活
動
が
積
極
的
に
導
入
さ
れ
た
の
で

大
学
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
促
進
す
る
教
育
的

意
義
と
展
望
～
見
え
な
い
力
を
ど
う
育
む
か
～

齊 

藤　

ゆ 

か

（
聖
徳
大
学　

人
文
学
部
講
師
）
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あ
る
。
同
時
に
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
約
二
〇
年
は
、「
教
科
内

容
の
三
割
削
減
」
や
「
学
校
週
五
日
制
完
全
実
施
」
な
ど
が
断
行
さ

れ
、「
ゆ
と
り
」
政
策
が
教
育
課
程
行
政
の
基
調
と
な
っ
た
。 

大
学
生
の
「
学
力
低
下
」
問
題
が
顕
在
化
し
た
の
は
、
一
九
九
九

年
上
半
期
ご
ろ
で
あ
る
。
田
中
（
二
〇
〇
四
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
問

題
は
、「
ゆ
と
り
」
政
策
の
是
非
を
厳
し
く
問
う
形
で
展
開
さ
れ
た

と
い
う
。
一
方
、
少
子
高
齢
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
が
激
変
す
る
企

業
等
で
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
高
い
成
果
（
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
）
に

直
結
で
き
る
人
材
養
成
等
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。 

真
の
学
力
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
社
会
人
と
な
る
一
歩
前
の

大
学
で
は
、
ど
の
よ
う
な
教
育
を
な
す
べ
き
か
。
大
学
全
入
時
代
に

突
入
し
た
大
学
の
地
域
に
お
け
る
存
在
価
値
を
ど
こ
に
求
め
る
べ
き

か
が
問
わ
れ
て
い
る
。
上
記
の
問
い
を
念
頭
に
お
き
つ
つ
、
本
稿
で

は
、
大
学
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
・
学
習
に
着
目
し
、
そ
の

支
援
実
態
を
把
握
し
つ
つ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
も
つ
教
育
的
意

義
と
大
学
の
役
割
を
展
望
し
て
い
き
た
い
。

二　
大
学
等
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
環
境
と
支
援
実
態

総
務
省
「
社
会
生
活
基
本
調
査
報
告
」
に
よ
れ
ば
、
若
年
層
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
行
動
者
率
は
一
九
九
六
年
か
ら
の
一
〇
年
間
、
ゆ
る
や

図１　男女別にみたボランティアの行動者率
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か
に
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る（
図
1
）。
で
は
、日
本
の
大
学
等
で
は
、

現
在
、
ど
の
よ
う
な
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
環
境
が
準
備
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
全
国
実
態
に
つ
い
て
、

（
独
）
日
本
学
生
支
援
機
構
で
は
こ
れ
ま
で
数
年
お
き
に
調
査
を
行

っ
て
き
た
。
そ
こ
で
、
筆
者
も
二
〇
〇
八
年
度
協
力
者
会
議
委
員
と

し
て
調
査
設
計
に
加
わ
っ
た
「
大
学
等
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
推
進
と
環
境
に
関
す
る
調
査
報
告
書
」（
二
〇
〇
九
年
三
月
）

を
用
い
て
、
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
の
現
況
に
つ
い
て
、
特
徴
あ

る
点
の
み
列
挙
し
て
お
き
た
い
。

（
1
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
の
環
境
整
備

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
関
す
る
学
外
担
当
部
署
の
あ
る
大
学

等
は
八
割
強
に
達
し
、
前
回
一
九
九
六
年
調
査
と
大
差
は
な
い
。
そ

の
担
当
業
務
内
容
は
、
活
動
情
報
の
収
集
や
提
供
、
希
望
学
生
へ
の

相
談
等
が
主
と
な
る
。
し
か
し
、
専
任
ス
タ
ッ
フ
を
有
す
る
専
門
部

署
が
あ
る
大
学
は
わ
ず
か
三
七
校
（
全
体
の
〇
・
五
％
）
に
過
ぎ
ず
、

大
半
が
学
生
部
・
学
生
課
等
の
他
の
業
務
と
兼
務
し
た
事
務
職
員
が

そ
の
対
応
に
あ
た
っ
て
い
る
。
ま
た
、
専
任
ス
タ
ッ
フ
が
置
か
れ
る

場
合
で
も
、
半
数
が
嘱
託
や
契
約
・
ア
ル
バ
イ
ト
等
の
非
正
規
雇
用

で
安
定
的
な
も
の
で
は
な
い
。

（
2
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
関
連
授
業
科
目
の
現
状

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
関
連
科
目
の
開
設
に
つ
い
て
は
、
一
九
九
七
年
度

調
査
（（
財
）
内
外
学
生
セ
ン
タ
ー
）
で
は
八
六
大
学
（
全
体
の

一
四
・
七
％
）
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
二
〇
〇
九
年
度
調
査
で
は

三
二
〇
校
（
三
五
・
四
％
）
に
倍
増
し
た
。
各
大
学
の
開
設
科
目
数

は
の
べ
八
六
九
科
目
（
文
系
学
部
生
が
中
心
）
で
、
授
業
名
も
「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
〜
」
の
み
な
ら
ず
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
ま
ち
づ
く
り

等
の
内
容
ま
で
国
内
外
の
幅
広
い
分
野
が
含
ま
れ
て
い
た
。し
か
し
、

必
修
科
目
は
七
一
校
に
留
ま
り
、
約
七
割
の
授
業
が
、
半
期
授
業

（
七
七
・
〇
％
）、
二
単
位
（
七
一
・
九
％
）、
選
択
科
目
（
七
一
・
九
％
）

で
あ
る
。
約
半
数
（
五
四
・
一
％
）
の
授
業
が
、
専
門
科
目
の
位
置

づ
け
で
、
初
級
・
入
門
レ
ベ
ル
（
五
二
・
五
％
）
の
講
義
（
六
五
・
一

％
）
を
中
心
と
す
る
。
一
方
、
演
習
・
実
習
を
主
と
し
た
授
業
は

三
三
九
科
目
（
四
五
・
九
％
）、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
の
時
間
を
設
定

し
て
い
る
授
業
は
三
三
六
科
目
（
三
八
・
六
％
）、
学
外
の
関
係
機
関

や
団
体
と
の
連
携
を
有
す
る
科
目
は
三
三
八
科
目
（
三
八
・
九
％
）

と
ほ
ぼ
同
レ
ベ
ル
で
あ
る
。

（
3
）
大
学
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
支
援
す
る
教
育
的
価
値

大
学
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
よ
る
成
果
に
つ
い
て
は
、
約
半
数

が
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」「
学
ぶ
姿
勢
や
意
欲
」「
公
共
精
神
や

マ
ナ
ー
」
の
向
上
、さ
ら
に
は
「
人
間
関
係
づ
く
り
」（
二
五
・
四
％
）

等
、「
見
え
な
い
力
」
を
評
価
し
て
い
た
。
そ
れ
以
外
に
、「
大
学
等

の
社
会
貢
献
に
寄
与
で
き
る
」「
地
域
社
会
か
ら
大
学
等
へ
の
評
価
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が
高
ま
る
」「
地
域
社
会
と
つ
な
が
る
こ
と
で
教
育
的
資
源
を
有
効

活
用
で
き
る
」
を
三
割
近
く
の
大
学
が
挙
げ
て
い
た
こ
と
は
注
目
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
の
今
後
の
重

点
施
策
と
し
て
、
六
割
の
大
学
等
が
挙
げ
て
い
た
「
大
学
等
に
よ
る

地
域
社
会
へ
の
貢
献
活
動
を
促
進
」
で
き
る
こ
と
へ
の
期
待
と
一
致

す
る
。
こ
れ
は
、
大
学
の
役
割
と
し
て
、
今
後
、
地
域
の
社
会
貢
献

が
重
視
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
4
）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
連
携
と
課
題

　

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
連
携
機
関
は
、「
地
域
の
行
政
機
関
」

（
四
二
・
五
％
）、「
社
会
福
祉
施
設
」（
三
五
・
四
％
）、「
幼
稚
園
、
小

中
、
高
等
学
校
」（
三
三
・
二
％
）、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
中
間
支
援
機

関
」（
三
一
・
八
％
）
等
、
い
ず
れ
も
増
加
傾
向
に
あ
る
。
し
か
し
、

そ
こ
に
は
課
題
も
多
い
。
学
外
と
の
連
携
か
ら
み
え
て
き
た
支
援
課

題
を
以
下
、
列
挙
し
て
お
き
た
い
。

第
一
に
、
学
外
か
ら
の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
依
頼
が
殺
到
し
、
情

報
の
取
捨
選
択
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
。
第
二
に
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
伴
う
交
通
費
や
宿
泊
費
な
ど
の
個
人
負
担
が
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
参
加
の
障
壁
に
な
っ
て
い
る
こ
と
。
特
に
、
現
代
Ｇ
Ｐ
後
の

予
算
措
置
や
、
活
動
経
費
の
た
め
の
財
源
確
保
が
必
要
と
な
っ
て
い

る
。
第
三
に
、
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
す
る
安
易
な
表
彰
や
単
位

取
得
が
評
価
の
メ
イ
ン
に
な
っ
て
、
十
分
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
評
価
が

議
論
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。
第
四
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
マ
ネ
ー
ジ
メ

ン
ト
に
対
す
る
教
職
員
の
情
報
・
意
識
不
足
で
、
地
域
等
の
外
部
機

関
と
の
協
力
関
係
等
を
築
く
こ
と
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
こ
と
。
大

学
内
に
お
け
る
共
通
認
識
と
、
大
学
教
職
員
間
で
の
情
報
交
換
の
場

の
継
続
的
な
確
保
が
不
可
欠
と
な
る
。
第
五
に
、
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
専
門
職
の
不
安
定
な
地
位
（
大
半
が
非
常
勤
）
の
問
題
か
ら
生

じ
る
課
題
に
つ
い
て
で
あ
る
。
記
述
に
よ
り
、
専
門
職
員
の
大
半
が

非
常
勤
の
た
め
、「
意
思
決
定
の
場
面
で
の
学
内
的
な
発
言
権
が
な

く
、
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
の
改
善
に
は
つ
な
が
ら
な
い
」
と
の

意
見
も
出
さ
れ
て
い
る
。

以
上
、
大
学
等
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
環
境
と
支
援
実

態
に
つ
い
て
、調
査
研
究
結
果
に
基
づ
き
考
察
し
て
き
た
。
そ
こ
で
、

次
に
、
学
生
の
教
育
的
な
側
面
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
よ
っ
て

身
に
つ
く
力
量
と
評
価
に
つ
い
て
取
上
げ
た
い
。

三　

�「
見
え
な
い
力
」
を
ど
う
評
価
す
る
か
―
学
生
の
教
育

的
側
面
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
意
義

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
ど
う
評
価
す
べ
き
か
。
学
生
の
活
動
体
験
か
ら

得
た
「
見
え
な
い
力
」
や
態
度
変
容
へ
の
評
価
方
法
は
難
し
い
。
し

か
し
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
学
生
を
積
極
的
に
評
価
」

（
四
四
・
六
％
）
す
る
の
は
、先
の
調
査
の
大
学
重
点
施
策
で
も
あ
る
。
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「
見
え
な
い
力
」
を
め
ぐ
り
、
学
校
教
育
で
は
「
生
き
る
力
」「
人

間
力
」「
社
会
人
基
礎
力
」、
さ
ら
に
は
、「
人
の
行
動
」（
結
果
に
至

る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
）
に
着
目
し
た
「
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
」
な
ど
、

多
面
的
視
点
か
ら
評
価
実
践
が
問
わ
れ
て
い
る
。「
人
間
力
の
向
上
」

の
国
際
的
通
用
性
と
い
う
視
点
か
ら
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経
済
協
力
開
発

機
構
）
で
は
一
九
九
七
年
か
ら
二
〇
〇
三
年
ま
でD

eSeCo

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
（
デ
セ
コ
、D

efinition and Selection of Com


petencies:T
heoretical and Conceptual Foundations

）
に
よ

り
、「
キ
ー
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
（K

ey Com
petencies =

主
要

能
力
）」
が
提
起
さ
れ
た
。
こ
こ
で
い
う
「
キ
ー
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
」

と
は
、
次
の
三
つ
の
能
力
を
指
す
。（
1
）
周
囲
の
環
境
と
対
話
す

る
た
め
に
、
言
語
・
情
報
・
知
識
等
の
ツ
ー
ル
を
相
互
作
用
的
に
活

用
す
る
能
力
（U

sing T
ools Interactively

）、（
2
）
異
質
な
グ

ル
ー
プ
で
協
力
し
合
う
能
力
（Interacting in H

eterogeneous 
Groups

）、（
3
）
自
律
的
に
行
動
す
る
能
力
（A

cting 
A
utonom

ously

）
で
あ
る
。

日
本
で
も
、
こ
う
し
た
「
見
え
な
い
力
」（
学
力
）
を
評
価
す
る

方
法
と
し
て
、「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価
」、
基
準
と
な
る
「
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
（
評
価
指
標
）」、
さ
ら
に
は
「
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
評
価
」
等

が
、
田
中
耕
治
ら
を
中
心
に
研
究
・
実
践
が
進
め
ら
れ
た
。
一
方
、

学
生
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
観
点
か
ら
は
、
二
〇
〇
六
年
、
経
済
産
業

省
で
高
等
教
育
機
関
と
産
業
界
と
が
連
携
し
た
「
社
会
人
基
礎
力
」

が
打
ち
出
さ
れ
、
学
生
の
成
長
過
程
を
明
確
に
し
た
評
価
シ
ー
ト
の

開
発
と
各
大
学
で
の
産
学
連
携
教
育
モ
デ
ル
の
成
功
ビ
ジ
ョ
ン
を
模

索
し
た
。
こ
の
「
社
会
人
基
礎
力
」
の
評
価
基
準
は
、
学
生
の
自
己

評
価
、
大
学
や
企
業
等
に
お
け
る
他
者
評
価
の
両
面
か
ら
の
活
用
が

可
能
で
あ
る
。
筆
者
も
、
こ
れ
ま
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
学
習
プ
ロ

セ
ス
に
注
目
し
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
た
能
力
・
技
術
を
「
ク
ド
バ
ス
」

手
法
（
Ｃ
Ｕ
Ｄ
Ｂ
Ａ
Ｓ
＝Curriculum

 D
evelopm

ent M
ethod 

Based on A
bility Structure

と
は
、
森
和
夫
が
一
九
九
〇
年
に

考
案
し
た
職
業
能
力
開
発
の
手
法
）
を
用
い
て
抽
出
・
評
価
す
る
研

究
を
行
っ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
研
究
か
ら
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
習
は
、

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
に
よ
る
「
キ
ー
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
」
の
評
価
基
準
を
十

分
に
満
た
し
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
と
っ
て
も
有
効
な
教
育
で
あ
る
こ

と
を
確
認
で
き
た
。 

こ
の
よ
う
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
習
の
評
価
の
主
流
は
、
質
的
研

究
に
あ
り
、
特
に
学
習
の
プ
ロ
セ
ス
と
質
的
変
容
に
言
及
し
て
い
る

点
が
共
通
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。 

四　

大
学
に
お
け
る
社
会
貢
献
と
地
域
連
携
の
可
能
性

従
来
の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
学
生
本
人
の
主
体
性
に
基
づ
く
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課
外
で
の
活
動
が
中
心
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、「
持
続
可
能
な
開
発
」

の
た
め
の
教
育
（
Ｅ
Ｓ
Ｄ
＝Education for Sustainable D

evelo�
pm
ent

）
を
構
築
し
て
い
く
た
め
に
は
、
大
学
は
世
界
的
な
研
究
や

教
育
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
少
子
高

齢
社
会
に
対
応
し
得
る
、
大
学
の
個
性
や
特
色
を
打
ち
出
す
実
践
的

な
戦
略
が
問
わ
れ
て
い
る
。
文
部
科
学
省
の
競
争
的
資
金（
Ｇ
Ｐ
等
）

で
は
、「
地
域
活
性
化
」、「
大
学
と
地
域
連
携
」、「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」

を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
の
体
験
的
学
習
や
学
生

参
画
力
を
促
進
す
る
実
践
的
な
学
び
が
増
加
し
た
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
各
大
学
に
お
け
る
実
践
的
な
学
び
は
、
一
過

性
の
流
行
に
終
わ
ら
せ
て
は
な
る
ま
い
。
息
長
く
地
道
な
取
り
組
み

と
し
て
、
地
域
連
携
し
た
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
育
成
す
る
た
め
に

は
い
か
な
る
方
策
が
必
要
か
、
筆
者
の
考
え
を
生
涯
学
習
の
視
点
か

ら
以
下
、
述
べ
て
お
き
た
い
。

第
一
に
、
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
今
な
ぜ
必
要
か
、
ど
の
よ
う
な

学
生
を
育
成
す
べ
き
か
、
学
習
者
と
教
育
支
援
者
双
方
が
議
論
を
重

ね
た
上
で
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
。
そ
の
た
め
に
は
、
大
学
全
体
の

理
解
や
教
職
員
の
連
携
は
も
と
よ
り
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
文
書
（
二
〇
〇
四
）

に
示
さ
れ
た
、「
探
求
を
基
本
と
し
、
問
題
解
決
型
で
学
際
的
な
シ

ス
テ
ム
型
ア
プ
ロ
ー
チ
と
批
判
的
思
考
に
重
点
を
置
く
べ
き
」
と
の

指
摘
に
も
注
視
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

第
二
に
、
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
促
進
す
る
に
は
、
一
サ
ー
ク
ル
、

一
大
学
に
集
約
す
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
や
国
際
的
な
場
に
お
い
て

も
協
働
し
た
支
援
体
制
づ
く
り
を
行
う
こ
と
。
つ
ま
り
、
地
域
連
携

に
基
づ
く
「
大
学
の
社
会
貢
献
」
を
行
う
た
め
の
、
横
の
連
携
の
強

化
で
あ
る
。

第
三
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
習
へ
の
一
定
の
評
価
基
準
の
検
討
を

行
う
こ
と
。
ま
た
、
学
生
、
教
員
、
大
学
職
員
、
学
外
関
係
者
や
組

織
の
双
方
か
ら
の
事
業
評
価
を
行
い
、
社
会
・
文
化
、
環
境
、
経
済

の
各
々
の
側
面
に
ど
れ
ほ
ど
の
影
響
を
も
た
ら
し
得
る
の
か
、
に
つ

い
て
も
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。

第
四
に
、
共
に
協
働
・
推
進
す
る
地
域
の
方
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学

習
も
、ノ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
教
育
及
び
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
教
育
の
中
で
、

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
。
た
と
え
ば
、
企
業
や
行
政
、

さ
ら
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
連
携
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
等
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
化
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
事
業
（Com

m
unity-based organiza�

tions/local civil society

）
等
も
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
大

学
の
生
涯
学
習
と
し
て
の
機
能
化
と
「
縦
」
の
接
続
で
あ
る
。

第
五
に
、
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
専
門
職

を
配
置
す
る
こ
と
。
ま
た
そ
れ
が
困
難
で
も
、
地
域
資
源
を
活
用
し

た
サ
ー
ビ
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
践
者
と
研
究
者
が
協
働
開
発
で
き

る
支
援
体
制
が
構
築
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
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以
上
で
あ
る
。「
大
学
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」
を
結
合
し
た
研

究
や
実
践
は
、
端
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
大
学
開

放
に
よ
る
社
会
貢
献
や
地
域
再
生
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
も
つ
教
育
力
」
の
可
能
性
は
今
後
さ
ら
に
高
ま
る
も

の
、
と
筆
者
は
考
え
る
。 

︿
参
考
文
献
﹀
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独
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〇
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〇
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と
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